
2011特別見学ツアー報告書
[元興寺]

　　蘇我馬子が6世紀末に飛鳥に建立した日本最古の本格的寺院、法興寺（飛鳥寺）の後身である元興寺





　　東門/重要文化財/室町時代/東大寺の門を移築したもの









　　　　　本堂（極楽坊本堂または極楽堂ともいう）/国宝/奈良時代/鎌倉時代に僧坊を改築したもの

　　造りが６間幅で真ん中に柱があるのが珍しいらしいという



吹寄菱格子欄間



　　　　　中備えは間斗束と板蟇股の二段になっている



















インターネットより

　　五重小塔/国宝/奈良時代/収蔵庫に安置されている







改修により禅宗様の要素が入っている



　　　　　禅室/国宝/奈良時代/現・本堂も含んで東西に長いひと続きの僧房であったものを鎌倉時代に改築したものである





　　　　日本最古、飛鳥時代の瓦/屋根瓦の一部にも飛鳥～奈良時代の行基葺古瓦が使用されている





　　　大仏様の挿肘木となっている

























　　　正面は通り庇（軒を正面の幅全長に亘って庇状に張り出したもの）となっている



























参考ホームページ

http://www.eonet.ne.jp/~bird-etc/treasure-gangoujigokurakubouhondou.html

http://www.eonet.ne.jp/~bird-etc/treasure-gangoujigokurakubouhondou.html

